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広島・福岡(駐)  TEL 092-719-1756 

アンダーコート (指定可燃物可燃性固体類) 、溶剤系 
ヘラ付け、エアスプレー (リシンガン) 

自動車車両などの防音、防振、防錆 

アロマテックスは、アスファルト類、各種繊維質 (アスベスト以外) 、顔料及び石
油系溶剤等から成る黒色ペースト状の塗料です。塗膜は防音、防振、防錆に優れ、
自動車、バス等の床裏、ドアの内面、フェンダーの下側や、トランクルーム、エレ
ベーター側板の内面、発電機、コンプレッサー、その他の腐食し易い部分に使用さ
れています。 

性 状 

 
アロマテックス A (ヘラ付用) アロマテックス B (吹付用) 

外観 黒色ペースト状 
比重 1.30 (20℃) [代表値] 1.27 (20℃) [代表値] 

加熱残分 83±3% 81±3% 
塗付量 

乾燥膜厚
1.0mm 

2.0〜2.5kg/m2 2.0〜2.5kg/m2 

乾燥時間 
(20℃) 

指触乾燥 : 70 分 
半硬化 : 2〜3 日 

完全硬化 : 約 1 ヶ月 

指触乾燥 : 110 分 
半硬化 : 3〜4 日 

完全硬化 : 約 1.5 ヶ月 
 
塗装時の厚み、所要量、乾燥膜厚の関系(アロマテックス A、B 共通) 

塗装時厚み 1mm 2mm 3mm 
所要量 1.2〜1.4kg/m2 2.2〜2.3kg/m2 3.2〜3.7kg/m2 

乾燥膜厚 平均値 0.7mm 1.2mm 1.8mm 
 
乾燥膜厚 1.0mm 完全硬化乾燥後での塗膜試験結果 

項目 結果 試験方法 

流れ試験 垂下なし 80℃、60 分、垂直 

付着性 評価 8 (95%以上付着) 
JIS K 5400 8.5.1 : 1990 2mm 間隔、25 マ

ス 
耐衝撃性 割れ及びはがれなし JIS K 5400 8.3.2 : 1990 デュポン式 
耐水性 異常がない JIS K 5400 8.19 : 1990 (18 時間) 

耐沸騰水性 異常がない JIS K 5400 8.20 : 1990 (30 分間) 
耐塩水性 異常がない JIS K 5400 8.23 : 1990 (96 時間) 
耐熱性 異常がない 80℃、1 時間 

耐中性塩水噴霧性 異常がない JIS K 5600-7-1 : 1999 (48 時間) 
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使用方法 
1. 使用前に均一になるように撹拌します。 
2. 原液での使用を推奨します。希釈する場合は、塗料用シンナーを使用します。さび、油

分、水分、ほこり等は取り除き、下地処理をします。 
3. ヘラ付けの場合は、腰の強いヘラを使用します。 
4. 吹付けガンの口径は 5〜7mm 位のリシンガン又はモルタルガンを使います。圧力は 4

〜6kg/cm2、ガンと塗装物との距離は 30〜50cm 離します。 
5. 防振を目的とする場合には、平面 (鉄板等の広い部分) の中央部を厚く塗装します。 
6. 乾燥膜厚 1.0mm (2kg/m2) 以上を目安に塗付します。それ以下の場合、防音、防振、

防錆効果が低下します。 
7. アスファルトプライマーや一般のサビ止め塗料の密着に問題はありませんが、着色塗料

の上塗りはブリードの可能性があります。 
8. アスファルトを原料に含むため、乾燥後も耐油性、耐熱性は強くありません。 

 
作業上の注意事項 

1. 取り扱いには、皮膚、粘膜にふれないように、保護手袋、保護メガネを、蒸気を直接吸
い込まないように、有機溶剤用ガスマスクなどの保護具を着用します。 

2. 危険物です、火気の近くで作業しない (火気厳禁)。 
3. 取扱場所は風通しのよい場所で行います。密閉された場所では充分な局所排気装置を設

けます。 
4. 皮膚に付着した場合は多量の水と石けん (鹸) で洗います。皮膚に刺激が生じた場合は

医師の診察を受ける。 
5. 目に入った場合は水で数分間注意深く洗います。コンタクトレンズを着用していて容易

に外せる場合は外し、その後も洗浄を続けます。目の刺激が続く場合は医師の診察を受
ける。 

6. 蒸気、ガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は、新鮮な空気の場所で安静にします。
必要であれば医師の手当てを受ける。 

7. 直射日光や高温のところに置かない、風通しの良い冷暗所に保管します。 
 
荷 姿 (アロマテックス A) 

 20kg 18L グリス缶 
       5kg .4L 丸缶 (4 缶入りダンボールケース) 

(アロマテックス B) 
 20kg 18L グリス缶 

 
 

適用法令及び詳細な注意事項につきましては SDS をご参照ください 
21/08 


